
【ひとりごと】 

・どんどんコラボ授業の輪が広がっています。地学とのコラボ授業のネタがありま

したら、ぜひお教えください！（糸見） 

  

小原教諭・室井教諭 ３年 １組  

宇野 智子 教諭 １年 ６・７組  

谷口教諭・アンガス先生 ２年３組 
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武生高校授業改善プロジェクトチーム  

～物理×世界史～ 

 

～化学×英語～ 

 

 

 

 

 

 

  

 

～音楽～ 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

武高授業改善ＰＴ 

７／９（火）１６：００～被服室にて、第３回授業改善PT会議を行

った。PTメンバーに加え、この日、愛知県立豊田南高等学校から来校

いただいた米津利仁教頭先生を含め２名の先生にも参加していただ

いた。 

授業実践報告（相道先生）：討論の授業について。 生徒の感想の中

で、討論の授業が「ｂｐｓの授業と似ている」という気付きがあり、

他の授業との関連を発見している様子が興味深い。討論で扱うテーマ

は日頃からニュースを見る際に使えそう、面白そう、と思った内容を

記録して貯めているそう。教員の発言次第で生徒の意見は大きく影響

するため、誘導の仕方にも気を付けているとのこと。 

研修報告（小原先生）：群馬県で行われた、日本進路指導協会主催

の大学入学共通テストを見据えた進路の研修会について。ある問題を

記述式と選択式で実施した場合、正答率は記述式２３％、選択式９

０％という結果から記述式対策の必要性を再確認。また、他校の実践

として例えば、志望理由書を１年のときから定期的に書かせて添削し

担任は生徒ぞれぞれの志望大学を把握し同じ志望大学の生徒で定期

的にグループ活動を通して交流会を開いたり、１年生のトップ３０を

集めて激励し難関大学への志望者を増やす、家庭学習の調査を頻繁に

行い、担任・学年会・進路が共有する、模試の復習・次回への目標を

たてることを学年全体が必ず実施する、入試問題や模擬試験のプリン

トを配布し後に教員が添削指導する、という内容を紹介した。 

研修（角正先生）：家庭科との教科横断型授業の内容を、教科を解

いたグループで考えた。国語や英語は家庭科に関わる題材で様々な文

章を活用することができる。数学は家計のやりくりについて、地理は

気候・地形から衣食住や人口の変化につなげる、歴史は持続可能な社

会について、これまでの試して失敗例を調査し改善する方法を考える

など、先生方から様々なアイディアが出てきた。 

 

 

   

 

世界の歴史的建造物について、物理と世界史の観点から切り込んでいく授

業。世界の歴史的建造物が現存する理由をグループで考えたり、丈夫な橋

の構造をグループで考え実際に作成したりといった内容である。 

「今年度は常に教員が２人前に立ち、２人で進行することで、生徒の傾

聴の姿勢を作り上げることができた。この教科横断型授業の方式をどんど

ん発信し、武高発信の授業モデルを確立していきたい。」（小原先生談）  

「授業中に、物理と世界史が分断してしまわないように、小原先生との

絶妙な(？)かけあいを速いテンポで行ったり、教科のつながりを強調した

りすることで、是正されたと思う。小原先生とこの授業するのは3回目に

なるが、毎年少しずつパワーアップしている実感がある。」（室井先生談） 

「ギターの弾き語りライブに挑戦！」：多くの高校生にとっての憧れの的

であるギター。その発表会は、音楽室にて、先生方を招いてのライブ形式

で決行。宇野先生は、あらかじめグループ活動のポイントを５点提示。そ

こから生徒がアイディアを出し合い、ライブを成功させるために意欲的に

取り組んでいた。以下、ポイント５点とそれぞれについてのアイディア。 

①正確なコードチェンジ：難しいコードチェンジは分担で乗り切る．苦手

な子と得意な子で負担を調整する． 

②リズムの工夫：Ａメロ、Ｂメロ、さびとリズムパターンを変える．あえ

て、かき鳴らさず、1ストロークで、歌を活かす場面を設定する．コード

弾きととアルペジオ奏法を組み合わせる． 

③歌唱力：歌の得意な子のソロを設定･男女の掛け合い・はもり・さびは

全員で歌って盛り上げる． 

④グループ演奏の利点を活かす：メンバー構成を考慮し、それぞれのよい

ところが発揮できるよう工夫したり、苦手な部分を補ったりする．ギター

の得意な子がいる．歌の得意な子がいる． 

⑤その他（ライブらしくするには）：ＭＣトーク．観客にどう聴いてもら

いたいかを示す．静かに聴いて欲しい．手拍子をしたり、歌ったりして一

緒に盛り上がって欲しい．コール＆レスポンス 

「Boyle’s  law  and  Charle’s law」：谷口先生は、前年度からアン

ガス先生と英語のコラボ授業を積極的に行っている。以前は予習用に英

文や専門用語の日本語訳が入ったプリントを事前配布して授業を行っ

ていたが、より生徒に指示を通しやすいように今年度は内容をスライド

に投影しながら授業を行うようにしている。生徒の感想としては難しい

けど楽しい、英語が苦手だけど前向きに頑張る様子もみられた。（谷口

先生談）谷口先生は他にも、７月に１年生で成「分元素分析」、２年生

で「シャルルの法則」、３年生で「アルデヒド・ケトン・エステル」の

英語とのコラボ授業を行っている。 


